
DX・デジタル技術活用推進事業

創業から20年で売上10倍！ 急成長を遂げた「ありえない町工場」こと株式会社NISSYO様の見学会を開催します！
業務のペーパーレス化や生産工程の見える化など、デジタル技術を活用した業務の効率化と、現場と経営をつなぐデータ活用の仕組みづく
りに取り組むNISSYO 様の事例を実際に見学し、自社の「ありたい姿」を描くヒントを得る機会として、ぜひご参加ください。

実際に見て学ぶ！
IoT活用で実現する製造業DX工場見学会　　　

2025年8月21日（木）

https://shinagawa-dx-digital.com/event_list/dx_tour2025_1/
下記URLからお申込みください。

区内中小製造業に従事する
経営者・従業員の方

見学先②

見学先①

開催日

申込方法

対象

30名定員

NTTe-City Labo（NTT中央研修センタ）様
スマートファクトリー（AI・センサー・ロボット・AGV等）、先進ネットワーク“IOWN”、ローカル5G活用、
省エネ素材や機器への取付で既存設備のエネルギー効率を高めるソリューションなど、
製造業DXに関連した最新技術やソリューションの展示を見学・体感できます！

〒182-0004　東京都調布市入間町1-44
参加費
無料

経済産業省選定「DXセレクション2024」
優良事例選定企業への工場見学を実施します！

集合時間 ： 午前8：30　集合場所：大井町駅周辺
※貸し切りバスで移動します。
※集合場所の詳細は申込者の方へ別途ご連絡いたします。

◆主催：品川区　◆担当：地域産業振興課  中小企業支援担当（経営支援担当）　◆企画運営：株式会社キャンパスクリエイト（電気通信大学TLO）

※㈱NISSYO 様 見学において、お申込み内容（同業・競合他社等）によりご参加を
お断りさせていただく場合がございます。あらかじめご了承ください。

品川区 DX・デジタル技術活用推進事業 検索 品川区DX・デジタル技術活用推進事業HP内にあります、
イベント情報ページよりお申込みいただけます。

詳細・申込みは
こちら▼

2025

企業概要
資本金：2,000万円
従業員数：200人
代表者：代表取締役社長 久保 寛一 氏

事業概要
産業用トランス・リアクトル・
制御盤の設計・製造

受賞・認定歴
2024年：「DXセレクション2024」の優良事例に選定
2023年：東京都中小企業技能人材育成対象知事賞　受賞
2022年：経済産業省の「DX認定」に選定
2019年：はばたく中小企業・小規模事業者300社に選定

工程・品質・稼働状況の“見える化”を実現した、
自社開発のポータル『アスヨクDX』と連携したデータ活用型の現場を見学できます！

株式会社NISSYO 様
（本社・羽村工場）〒205-0023　東京都羽村市神明台4-5-17

地域の課題解決に向けた実証・体感フィールド

■NTTe-City Laboとは？
2022年5月にオープン。NTT東日本グループが地域課題の解決に向け取り組んでいる、
スマート製造、スマート農業・ドローン・eスポーツ・デ
ジタルアートなど様々な分野の最新技術やソリュー
ションを実証・体感できる施設です。様々な分野での
ICTを活用した新たなユースケースの共創や、地域
や産業のDXを牽引する人材育成の場としても活用さ
れています。

※先着順となります。



株式会社NISSYO様のDXにおける取り組み

タイムスケジュール

【お問い合わせ】株式会社キャンパスクリエイト オープンイノベーション推進部　TEL:042-490-5728　　：open-innovation@campuscreate.com

※当日は、交通状況によってスケジュールに変更が生じる可能性があります。予めご了承ください。

8：30

9：40～11：10

大井町駅周辺集合

12：00～12：40 お昼休憩

18：15（予定） 大井町駅到着、解散

NTTe-City Labo様　訪問

13：15～14：15

「スマートファクトリー（AI・センサー・ロボット・AGV等）」「先進ネットワーク“IOWN”」「ローカル
5G活用」「既存設備×省エネ」「施設運営・警備業務のデジタル化」「生成AIを活用した次世代の
商品開発」など、製造業DXに関連した最新技術やソリューションの展示を見学・体感できます！

14：15～15：45 工場見学と質疑応答

※集合場所の詳細は申込者の方へ別途ご連絡いたします。
※10分前までにご集合ください。

▼「アスヨクDX」

▼不良率やロス率等をリアルタイムに
　確認できる「Looker Studio」

DXにおける取り組み紹介

施設見学

取り組みのポイント

　NISSYOでは、従業員が楽しくデジタル技術に取り組める環境づくりとして、Google
の汎用サービスを活用し、自社ポータルサイト「アスヨクDX」を構築しました。
　この「アスヨクDX」は、同社のDX推進の中核を担う仕組みであり、単なる情報共有
ツールにとどまらず、従業員のデータ活用を促進する重要な役割を果たしています。売
上・生産工程・業務進捗などのデータが集約され、各部署がリアルタイムでアクセス可
能。全社員がタブレットを通じて品質管理、勤怠、工程進捗、不良率など30種以上の業
務アプリを活用し、現場と経営層が同じ情報をもとに意思決定できる環境を整えてい
ます。
　年齢や国籍を問わず活用できる設計により、従業員のデジタルリテラシー向上と全
社的な改善提案の活性化が進み、生産性向上や業務負担軽減にもつながっています。
「アスヨクDX」に集まるデータを活かし、データドリブン経営を実践することで、従業員
の働きやすさと顧客価値の向上の両立を実現しています。

業務プロセスをデジタル化し、情報の一元管理を実現し、業務効率化と顧客価値の向上へ！

全社員にタブレットを配り、
ポータルサイト「アスヨクDX」でデータを見える化

株式会社NISSYO様　訪問

株式会社NISSYO　ベンチマーキング委員会・DX委員会　各担当者 様

「ありえない！町工場　バックヤードツアー」
「変わらなければ生き残れない」という危機感から始まった町工場のDX改革。
IT部門のない現場で、全社員へのタブレット配布と生成AI活用により業務改革を実現しています。
若手・外国人材の多様な力を活かした人材戦略と、業務の効率化・見える化により変革を遂げた
現場の実践をお伝えします。


